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「教師の学び」を捉える 

 

荒井 英治郎（信州大学 学術研究院総合人間科学系）  

 

１．はじめに 

 

 本稿は、2022 年度に開講した教職科目（選択）「現代社会と教育問題」（2022 年 1

月 1 日）の授業にオンラインゲストとしてご参加いただいたゲストティーチャー

（前田康裕氏：熊本大学大学院教育学研究科特任教授）の講演内容を再構成したも

のである。記録作成に当たっては、山田海智さん、後藤友作さんに尽力いただい

た。記して感謝を申し上げたい。 

 

２．ゲストティーチャーの話 

 

(1)「学ぶ」と「習う」 

 

【ゲスト】熊本大学の前田です。荒井先生か

ら「教師の学び」というテーマをいただきま

した。私が一番話をしたいことですので、渡

りに船でよかったと思っています。 

 私は小中学校の教諭を 25 年ほど、教頭を

2 年、その間に教育委員会に勤務、また、教

職大学院の准教授もやりました。自分の役

割は教職大学院の学生に教える役割だった

のですが、今大学でやっていることは ICT

を活用した授業を進めることで、バリバリ

の現場の教員となっています。また、先生が

どのようなことで苦しんだり、喜びを感じ

たりしているのか、マンガで教育書を書い

ている人間です。 

 今日のテーマは、「教師の学び」ですが、

私はいつも「学ぶとは何か」という話をしま

す。例えば、「学ぶ」と「習う」はどこが違

うのかです。 

 

【参加者】「習う」は誰か教える人がいて、

教える人から発信されるものに限定される

と思いました。また、「学ぶ」は自分がどの

ように学ぶか、積極性次第で一人で学ぶこ

ともできると思うので、「学ぶ」は「習う」

より範囲が広いのではないかと思います。 

 

【参加者】「習う」は、相手から受けるもの、

受動的な学びだと思います。「学ぶ」は、自

分から主体的に学ぶ、自分の興味をもった

ものに関して知識を深める、机上だけの学

びではなくて、実際に体験してみることも

「学ぶ」に含まれるのではないか思います。 

 

【ゲスト】「学ぶ」と「習う」の違いを聞く

と、子どもたちは「学ぶ」の方が積極的な感

じがすると言います。 

 そこで、私は次のような話をします。 

「『習う』の場合は、内容が先にあります。 

例えば、漢字の筆順を習う、三味線の弾き方

【授 業 記 録】 
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を習うといいます。『学ぶ』の場合は必ずし

もそうではなくて、あの人の生き方から学

ぶ、失敗から学ぶという言い方をします。だ

から『学ぶ」も『習う』もどちらも大切です。

だから、『学習』というのです」という話を

します。さらに、「学ぶ力があれば、何から

でも学べる。失敗からも学べるし、どのよう

な人に会っても学べる。だから学ぶ力を身

につけていこう」という話をすると、子ども

たちは頷いてくれます。 私は、「授業」のあ

り方を考えていく場合に、子どもたちも「学

ぶ」ということを意識しながら活動に取り

組まなくてはならないと思っています。 

 私は、「学ぶ」を「何かに気づき、自分が

変わること」と定義しています。「だから

色々なことに気づいていこうね、どんどん

自分を変えていこう」という話をします。こ

ういう意識が子どもたちにあるかどうかで

大分違ってくると思っています。例えば、同

じ失敗をしても、「ぼくはダメだ」と思えば

良くならないし、「どこが失敗の原因だった

かを考え、次はこうしよう」と思えば、どん

どん良くなっていきますよね。 

 さて、今日は大きく 3 つの話をしようと

思っています。1番目は「リフレクション」、

2 番目が「ストレッチ」、3 番目が「エージ

ェンシー」です。これからの学校の先生には

この 3 つが必要だと思います。そして、私

自身もこの 3 つを実践できるような教師に

なっていきたいと思っています。 

 

(2)リフレクション 

 

【ゲスト】最初は、「リフレクション」です。

今は色々な意味で、大変な時代です。環境の

問題は待ったなしです。経済が発展すれば

二酸化炭素やゴミが出ますし、貧富の格差

の広がりが出てきます。貧富の格差の広が

りが出てくると、社会が不安定になります。

また、ウクライナとロシアが大きな戦争す

るとは誰も予想していなかったと思います。

それから、今お見せしているのは GDP の

推移のデータですが、1989 年を境に、アメ

リカ合衆国がずっと右肩上がりで伸びてい

ることがわかります。平成元年に 2 位だっ

た日本の GDP の伸びを見ていただくと分

かりますが、昭和の終わりから平成の初め

にかけてすごく伸びているのが分かります。

1985 年から 95 年にかけては伸びています

が、それ以降は伸びていません。その間に伸

びてきたのが、中国です。アメリカの IT 企

業を見ると、Apple や、Microsoft の創業は

1970 年代の後半から 1980 年代にかけて、

インターネットが急速に広がっていったの

が、1995 年の Windows95 からです。そし

て、Yahoo!や google も 90 年代の終わりに

創業して、 2000 年代は Facebook や

YouTube など、SNS の時代に入っていきま

す。つまり、この 30 年間で経済が大きく変

化しているわけです。 日本の経済を支えて

きた電器産業や自動車産業に頼っていた日

本は、新たな道を考えなくてはならない状

況です。この状況の中で、先生の役割を考え

ていかなくてはなりません。 

 以前の学習指導要領では、「コンテンツ・

ベース」の学習、つまり、「何を知っている

か」がよく言われていました。例えば、理科

ならこれを知っている、社会科ならこれを

知っているというものです。これ自体とて

も大切なことで否定はしませんが、それだ

けだと実際の社会問題を解決できないため、

今は「コンピテンシー・ベース」の学習が大
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切だと言われています。汎用性の高い資質・

能力です。 

 ここで皆さんにお聞きしたいのですが、

力を合わせないと複雑な問題解決はできま

せんね。例えば、ドローンやロボットを 1 人

で作ることは難しいですから、みんなでや

らなくてはいけません。では、どのような人

と一緒に仕事したいですか。 

（チャットで学生が書き込むのを読み上げ

ながら）誠実な人、挨拶ができる人、協調性

がある人、意見をまとめるのが上手な人、リ

ーダーシップがあって判断力のある人、協

調性がある人、努力できる人、指示がしっか

り通じる人、知識が深くある人、よく似た目

標を持っている人、間違いを認められる人、

確かに大切ですね。 

 実は、これらは資質・能力としてすごく重

要視されていて、「認知的スキル」、いわゆる

ペーパーテストで測ることができる頭の良

さだけではなく、「非認知的スキル」や「社

会情動的スキル」と呼ばれる資質・能力で

す。自分自身の人間性も含めて、資質・能力

として言われています。ですから、従来の知

識伝達型の授業では、その育成は上手くい

きません。そこを意識しておかないと、教師

の役割は従来と同じことになってしまいま

す。 

 今お示ししているのは、明治時代の学校

の写真です。江戸時代が終わり、欧米列強に

勝つためには国民のレベルを一定水準に引

き上げなくてはいけないので、同じ年齢の

子どもたちを同じ場所に集めて同じことを

学ばせることがずっとやられてきました。

それが明治、大正、昭和、そして平成と、教

師が教える、児童生徒は教えてもらうとい

う授業が普通になってきたわけです。しか

し、この授業では、先ほどの資質・能力は育

ちません。 

 例えば、やる気や他者に対する敬意は育

ちにくいです。そこで、子どもたちが自分で

色々な意見を言ったり、協力したりする授

業が求められるわけです。 

小学校の場合は、以前から子どもたちが手

を上げて発表したり、グループで学習した

りということがやられていますが、手をあ

げている子どもたちだけが授業に参加でき

る状態では、資質・能力は育ちにくいという

点で、反省もあるわけです。 

 熊本市では 2018 年度からタブレット端

末が入りました。iPad が入れば授業が良く

なるかというとそうではなく、従来の授業

プラス ICT ではなくて、ICT を使って授業

改善を行っていく取り組みをしています。

そして、資質・能力を伸ばす授業を作ってい

こうとしています。教師が教える授業は先

生が教えたい内容があり、子どもがいて、知

識や技能を伝えます。挙手指名型もありま

すし、先生が解説する場合もあると思いま

す。知識技能は確かにその段階で身につき

ますし、テストをやればそれなりに点数が

取れますが、これは時間が経つと薄くなっ

てしまうのではないでしょうか。自分で学

ぶ力はなかなか身につきません。教えては

だめだという話ではなく、子どもが「学び取

る授業」が大切だということです。解決すべ

き問題を「めあて」として、学習の到達目標

や協働して解決できる課題等があり、それ

に向かって「対話」しながら自分の考えを出

していく。それにより相手の意見を尊重し

たり、相手の持ってきた情報をしっかり聞

いたり吟味したりする活動が生まれてくる。

そのプロセスで知識技能が身に付いたり、
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思考力・判断力・表現力が高まったり、学び

に向かう力、先ほどの人間性の涵養も期待

できる授業になるのではないでしょうか。 

 では、教師は何をするのか。教師には、子

どもたちが「振り返り」ができるようにする

ことが求められます。学習の内容、こういう

ことを学んだということと、自分の学び方

はどうだったのかを子どもに振り返らせて、

それを先生が形成的に評価する。例えば。

「〇〇くんはここを学んでいるなぁ」、「〇

〇さん、こういう学び方をしているんだな

ぁ」と評価していきます。これまでの授業が

全てダメと言っているわけではありません。

従来の授業のままタブレットを使おうとす

ると「タブレットはどこで使おうか」という

話になってしまいます。 

 問題はこうした授業で経験を重ねた場合、

教師は成長するかです。端的に申し上げる

と、私はそのような経験を重ねるだけでは

教師は成長しないと思っています。20 代位

の先生はあまり差がないのですが、30 代以

降どんどん差がついていきます。なぜ、差が

つくのか。これは教師の成長の問題点と関

係しています。若い時は、やり方がわからな

いから、例えば「明日は社会科の授業がある

から、しっかり発問を考えておこう」と考え

て授業準備をします。そして、授業に挑み、

「ちゃんと授業が成立しているぞ。やった」

という話になるわけです。そして家に帰り、

「明日の準備をしよう、結構自分も頑張っ

ているな」という感じです。これもやってい

ることは間違っていないのです。ただ何が

問題かというと、やった授業は本当によか

ったのかが振り返られていないのです。 

 次に、 教育技術をたくさん身につけると

教師は成長するのかという点です。教育技

術は非常に便利です。特に教職 1 年目から

3年目ぐらいは、授業を成立させるために、

がむしゃらに勉強しなければなりません。

しかし、教育技術には、教育技術特有の問題

点があると思います。それはどういうこと

かというと、教育技術がどのような背景で

生み出されるか、文脈が大切という点です。

いわゆる実践家たちは、理想とする授業の

理念と現実との間の問題に、例えば、俳句の

情景を想像させたいという授業の理念に対

して、情景が想像できない子どもの現実に

直面した場合、授業の名人たちはすごく力

を注ぎ、その過程で教育技術を生み出しま

す。実践家は目の前の課題を解決するため

に、教育技術を生み出す。このことは全く問

題ありません。例えば、詩や俳句の情景を想

像させる時に「どのような音が聞こえてき

ますか」や「どのような匂いがしそうです

か」を問うことで、情景を浮かびやすくさせ

るという教育技術があります。それが効果

的な場合、他の教師に伝わっていくわけで

す。しかし、問題は教育技術が文脈と関係な

く使われることが往々にしてあり、技術を

単に身につければいいという「技術的合理

主義」が加速すると、生み出された文脈が伝

わらないという問題が起こります。どうい

う状況でそれが生み出されたかに踏み出せ

ないため、実践家が考えている理念が十分

に理解されず、文脈が切り離されたまま技

術が伝わっていくことになります。若手教

員が授業を成立させるためにはこれでもい

いかもしれませんが、教師になって 10 年も

20年もこの学び方をしていると問題が生じ

てきます。要は、「技術」とそれが通用する

「問題」が、本来の「問題」と一致すれば効

果的に作用しますが、目的が曖昧な場合、そ
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の技術を使うことが目的になってくること

が往々にしてあるのです。本来あまり役に

立っていないにもかかわらず、この技術を

使えば大丈夫だと思い込んでしまうと、う

まくいっているかどうか反省できなくなっ

てしまいます。 

 では、優れた教師は何をしているか。優れ

た教師は、授業中に「ちょっと変えてみよ

う」、「こうしてみよう」といったことを無意

識にやっています。「あっ、発問が難しそう

だ。ちょっとこれで変えよう」、「やってみて

から、もうちょっとこれやり直した方が良

いな」ということです。そして、授業後に振

り返って「発問はこうすればよかったかな」、

「自己評価カードを変えてみよう」など、改

良案を考えたり、自分の授業のビデオを観

て分析したりすることもあります。 

 このようにリフレクションは、非常に大

切です。なお、授業が良かったかどうかを省

察するためには、規準が必要になります。そ

の規準は授業観、教育観、学習観など、「観」

と呼ばれるもので、それを磨き続けず、知識

伝達型の授業でいいと思っていると、自分

の授業は良いのか悪いのか判断できなくな

るわけです。リフレクションはそこまで難

しいことではなくて、「もうちょっとこうし

よう」、「ああしよう」など、振り返りを常に

繰り返していくことです。優れたスポーツ

選手はみんなやっていることです。 

 リフレクションとは、行為を行った際に

振り返って、気づく、つまり、冒頭の「学ぶ」

ということです。気づきを生み出し、吟味し

て、新しい選択をして次の行為を起こす。

「学ぶ」と「習う」の違いはそこにあるわけ

です。だから「学ぶ」というのは、常に自分

に気づきを促し、変化を持続させていくこ

となのです。 

 尾ノ上小学校の校内研修の事例を紹介し

ます。尾ノ上小学校は、代表の教師だけが年

に数回行う研究授業では全体の教師の授業

は変わらないということで、自分の授業を

改善するプロジェクト学習をやりました。

自分の日常の授業の問題は何かという課題

を出し合って、問題を解決するために何に

どう取り組むか見通しを立てて、皆で取り

組んで自分の授業を改善するという内容で

す。夏休みに「自分がやりたい、自分が変え

たい教科」を選んで、教科グループに分かれ

て、授業の課題と改善策を考えたのです。 

 そして、ここからが大切なのですが、「授

業に大切なことは何か」を話し合っていき

ます。つまり、実施された研究授業だけにつ

いて指摘するのではなく、研究授業を一般

化し、概念化とも言いますが、大切なことは

何かという要点をまとめて、自分自身の授

業をどう改善するかまで話し込んでいくわ

けです。従来の授業研究会は意見交換、挙手

指名やワークショップで終わりがちでした。

助言者が来て終わりという形を尾ノ上小学

校では前半は対象となった研究授業につい

て話し合い、後半はポイントの概念化を通

じて、自分の授業をどう変えていくかを考

えていきました。  

 

(3)ストレッチ 

 

【ゲスト】2 番目の「ストレッチ」の話を

します。私のマンガの主人公が、友達の教頭

先生に「授業研究だけが教師の仕事だと思

っているのか」と突きつけ、教頭先生は「そ

れ以外何があるのだ」と言い返す場面があ

ります。 
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今お示ししているスライドは、従来の教

員研修の様子です。「新しい知識や新しい方

法を教えてもらおう」と、「教師自身が受け

身になっていないか」と問いかけます。本

来、教師は、何かやってみて学び、学んだこ

とを実践しながら成長するということ、聞

いたことを実際にやってみる、やってみて

子どもが変化し、変化したのを見て自分も

変化するということが多いはずです。です

から、やるということはすごく大切で、それ

に気づきを促していく。だから、先生は「教

える専門家」でもありますが、あまりにも教

えすぎてしまうと子どもは考えなくなりま

すから、「学びの専門家」でもあるというこ

とです。子どもたちは何に気が付いたのか

なというところに「気付く」ということで

す。また、学びの専門家であるということ

は、自分自身も学びのプロフェッショナル

でならなくてはいけないということです。 

子どもに求められる力は教師にも求められ

ます。つまり自分も学ぶ力を高めなくては

ならないということです。そこで、私が重要

だと思っているのが、「自己マスタリー」と

いう言葉です。 

おそらく皆さんが 50 代、60 代になる頃

は、まだまだ先の人生は長いはずです。昔よ

りも健康寿命は伸びていますし、寿命その

ものが伸びている。100 年ぐらい生きると

思います。教師の後にもまた人生が続くと

いうことを考えながら、教職を続けた方が

いいと私は思っています。これは、仕事を通

じてどのような未来を創造したいか、どの

ような自分になりたいかという自分のビジ

ョンを描くことを意味しています。そうす

れば、自分の能力と意識を絶えず伸ばすこ

とができます。ですから、どういう自分にな

りたいのかを意識しながら教師を続けた方

がいいと思います。目の前の授業のことば

かりではなくて、もっと先を見た方がいい

です。「自己マスタリー」とは、自分が本当

に求めている結果を目指す能力を絶えず伸

ばしていくことを指します。自分がどうい

うことで力を発揮したいのか、自分の強み

は何なのかを考えながら、その力を伸ばし

ていくということです。 

私のマンガの主人公は、次のように言い

ます。「自分のビジョンを考えておくのです

よ、今からでもね。自分の人生をどのように

組み立てるかをずっと考え続けるのです。

すぐには答えが出ないから。多分答えは出

ないですよ、そんなに簡単には」と。何年も

かけて、自分はどのように生きたいのか、自

分の人生をどのようにしたいのかをずっと

考えながら教師をやったほうがいいと思う

のです。学校現場は確かに忙しいです。しか

し、「忙しい」を言い訳にしてしまうと、幸

せになれないと思います。そこで、一歩離れ

て自分を見つめて、どのように生きようか、

自分の可能性を考え続け、自分を見つめ直

していくことが大切だと思っています。 

また、マンガの主人公は、次のようなこと

も言います。「どのように社会や人生をより

よいものにしていくかを考え、主体的に学

び続けて自ら能力を引き出していくことが

今の子どもたちが求められているのです。

それを教師ができなくてどうするのですか」

と。ストレッチは、自分の強みを絶えず伸ば

し続けるということです。そのためには、自

分の強みを知っておかなくてはいけません

から、人から色々強みを聞いたりすること

も大切です。それは特技とかではなくて、人

間性や企画力、発想力だったり、そういった
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ことも合わせて強みとは何なのかを自分で

考えていくということです。自分の強みを

組織に活かしたり、他者に生かしたりして

みると、結構楽しいものです。松尾睦さんの

『職場が生きる人が育つ「経験学習」入門』

では、「ストレッチ」と「リフレクション」

と「エンジョイメント」、特に、仕事の中に

「意味」を見出すことが大切だと書かれて

います。面白くない仕事だなと思うか、自分

の人生が楽しくなる仕事だと思うかでは、

仕事の捉え方が違ってきますね。 

 

(4)エージェンシー 

 

【ゲスト】最後に、「エージェンシー」に

ついてお話しします。「エージェンシー」は、

21 世紀の先生に求められている概念です。

PISA 調査を考えた OECD の教育スキル局

長のアンドレアス・シュライヒャーは、「教

師の役割がカリキュラムを教える人から実

践者へと変わる」と言っています。これはな

かなか深い意味があり、知識や技能を教え

るよりも、自分自身が社会をよりよくして

いく、人生をよりよくしていくための実践

者になるという話です。今の学習指導要領

は、まさに「社会に開かれた教育課程」を全

面に打ち出していて、学校の教育課程と社

会をつないでいこうという考え方です。私

は大賛成です。 

「エージェンシー」とは、「自ら考え主体

的に行動し、多様な人々と協働しながら持

続可能な社会へと責任をもって変革してい

く力」を指します。簡単に言えば、「人のせ

いにしない」ということです。人のせいにせ

ず、自分でよりよい社会をつくっていく力、

そういう力を子どもたちにも求めながら、

先生たちもそのような力をつけていこうと

いう話ですね。自分の強みを人のために生

かすということです。「Give & Give」という

言い方をしますが、自分の能力や技能をど

んどん出していきましょうという話です。

自分のワクワクや強みが、組織や色々な人

の役に立つと、第二の人生を切り開いてい

くことにもなると思っています。 

例えば、私は、「大人の学び Bar」という

会を主催しています。社会課題に取り組む

人々の話を聞き、自分事として何ができる

かを参加者全員で考えることを目的とする

会です。今は中断していますが、月 1 回 500

円ぐらいですが、結構な人が集まってくる

のです。これまで、OriHime を開発した吉

藤オリィさんの映画を作った古新さんを呼

んで、「テクノロジーにおいてどのようなこ

とが大切なのか」という話を聞きました。要

するに、自分が少し動くことによって社会

が動き出すことを実際にやってみようとい

う話です。自分で何ができるかやってみる

ことによって、自分の得意を生かせるし、自

分の人生も幸せになっていくと思います。 

私の好きな前野隆司先生の『幸せのメカ

ニズム 実践・幸福学入門』 (講談社現代新

書、2013 年)の中に、「幸せの 4 つの因子」

というものがあります。これは、「やってみ

よう、ありがとう、なんとかなる、あなたら

しく」というもので、私はすごく大切だと思

っています。単純にお金がたくさんあれば

よい、時間がたくさんあればよいという問

題ではなくて、「やってみよう」と自分の得

意なことは伸ばして、相手が喜んでくれる

のはすごく楽しいし、やりがいもあります

よね。今回も荒井先生から呼んで頂いたの

はすごくありがたいですし、皆さんと繋が
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りが持ててよかったと思っています。そし

て、「なんとかなる」という楽観性も大切で

すよね。荒井先生からオファーがあったと

きは、私で大丈夫かなと思いましたが、なん

とかなるだろうと思って引き受けてみまし

た。私はあまり難しい論文は書けず、マンガ

しか描けませんが、「あなたらしく」、それで

もいいのではないか、人の目を気にしない

自分を作ることで、自分らしく人生が生き

られるのではないかと思っています。 

最後に、マンガの主人公の「良き学び手は

苦労さえも学ぶ材料にする」、「人を育てる

って、そもそも簡単なことじゃない」という

フレーズをご紹介します。苦労の連続です

から、そう簡単ではありません。色々な子ど

もがいるし、色々な保護者もいます。同僚に

も変な人がいたりしますが、「でもおれたち

は教師の道を選んだ。そしてこれからも教

師の道を選ぶ人たちがいる。だからこそ…」

と主人公は言うのです。「教師になって幸せ

だったって、そんな人生を送ろう」と。 

つまり、自分の人生とは自分で幸せにで

きるものですから、色々な考え方を持ち、優

れた学び手になったり、色々な人に感謝し

たりしながら、「自己マスタリー」を主軸に

置いて人生を送っていくとすごく楽しい、

幸せな人生になると思っています。 

 

(5)質疑応答 

 

【参加者】子どもに求められる力は教師に

も求められるのであって、「自己マスタリー」

で自分の求める力やビジョンを考え続けて

いかなければいけないという話がありまし

た。例えば、社会から「求められている力」

と「なりたい自分」、あるいは自分が「求め

たい能力」が対立する場合については、どの

ように考えたらいいでしょうか。 

 

【ゲスト】社会が求めている力と自分がや

りたいことが違う場合ですね。難しいです

ね。社会が求めている力、例えば、AI を自

由に使いこなせるような力が必要だという

状況で、自分はそこに興味がない場合どう

するかという話ですね。まず「社会が求めて

いる力」は、色々な力です。それが多様性を

認めることだと思うのです。AI が得意な人

がいた方がよいのだけれども、AI は得意で

なくてもよいから、例えば、自然の中から問

題を発見したり、地域と企業をつなぐコー

ディネーター的な役割が実は求められてい

て、そこに自分のやりがいを見出した方が

いいという場合もあるはずです。簡単には

見つからないので、ずっと探し続けていく

ことが大切だと思います。 

 

【参加者】校内研修では、授業を受けた生徒

の意見は参考にされたりしますか。 

 

【ゲスト】私たちが進めている授業研究や

熊本市の授業では、授業の最後に必ずリフ

レクションを書いてもらっています。その

リフレクションを見ると、子どもが何を学

んだのかが分かります。それをみんなで共

有します。ただ「教えてもらう授業」から

「学び取る授業」への変化は時間がかかり

ます。特に中学校は、振り返りの時間が少な

いという意見が多いです。先生の授業を見

てみると喋りすぎが多くて、子どもが逆に

受け身になってしまうことがあるのです。 

 

【参加者】「もっとこういう授業をしてほし
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い」といった授業スタイルに関する生徒か

らの要望は、リフレクションに含まれるの

でしょうか。 

 

【ゲスト】通常授業では含まれません。学期

末などに生徒の意見を聞いたりする場合が

ありますが、それは授業に対する要望であ

って、リフレクションとは少し違いますよ

ね。リフレクションは、自分をみる話です。 

 

【参加者】「幸せの４因子」の４つ目に「あ

なたらしく」というのが、人の目を気にしな

い自分を作ることが大切とお話されていま

したが、私には、「失敗したらどうしよう」

と周りの目を気にしてしまう性格がありま

す。どうしたら克服できるでしょうか。 

 

【ゲスト】はっきり言うと、「自分で考えて

みましょう」という話です。答えはないで

す。自分を良くしていこうとするためには

何かこれをすれば大丈夫ということはあり

ません。自分を良くするためには、自分で考

えていくしかないと思います。少し厳しい

ことですけども。 

 

【参加者】人を育てる難しさや「子どもが育

ったなぁ」と感じる時はどのような時です

か。 

 

【ゲスト】人を育てるのが難しいというエ

ピソードとしては、例えば、私は小学校 6 年

生の担任を何回かしたことがありますが、

その時に女の子たちが反抗的だった時があ

りました。女の子同士に仲違いがあったよ

うなのです。いつもリーダーだった女の子

が急に 1 人ぼっちになって、みんなから外

れちゃったのですね。それでどうしたのだ

ろうと思って聞きました。そうしたら「あの

子は実はずっと私たちを順番にいじめてい

たんです、無視していたんです」と。それに

対して、私は、「でも、あなたたちが同じこ

とやったら問題解決しないんじゃないの」

と言ったんです。そうしたら、女の子が烈火

の如く怒って、「なんで先生はあの子だけか

ばうのですか、私たちのことを見てなかっ

たってことでしょ」と言われたのです。私は

その子たちに謝ることしかできませんでし

た。結局、その子は保健室登校みたいになっ

てしまいました。最終的には、無視していた

子を呼んで、もうやめてくれ、頼むからやめ

てくれと言った時、私は涙が止まりません

でした。小 6 の女の子の前で大泣きしたの

です。それでね、その子たちが血相を変えて

保健室に行って、いじめていた子を連れて

きたことが昔ありました。 

 もう 1 つ、別の小学校の 6 年生とのエピ

ソードがあります。中学校から転任してき

たばかりは割と厳しめに学級経営を行って

いました。前の先生はすごく優しい若い男

の先生だったものですから、女の子たちが、

反抗とまではいかないですが、僕のことを

真正面に、目を見なかったのです。しかし、

一方で、いじめられていた女の子がいまし

たから、あえて厳しめに接していったので

す。結局、卒業まで、その女の子たちとあま

りうまく交流ができませんでした。ところ

が何年か経って、彼女たちが大人になった

時に私を居酒屋に呼んでくれて、「先生、ご

めんなさい」と言ったのです。「あの時に自

分たちは間違っていました、先生に対する

反抗みたいなのがあって、ごめんなさい」

と、しっかり目を見て言ったのですね。それ
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を見た時に、やはり人を育てることは難し

いと思いましたね。その場その場で上手く

いっていたとしても、本当によいのか、ある

いは、その時にはうまくいかなかったけど、

後でよくなっていくのかは分からないもの

です。人間の成長は、長期的に見ていかない

とわかりません。だから、人間を育てるのは

改めて難しいと思います。その意味では、上

手くいかなかった経験は若いときに特に多

いですね。 

 上手くいった経験といえば、教師経験の

後半は学級経営が上手くいっていたことが

多くて、年度末に子どもたちと別れる時、僕

が「この学級で良かった」と言った時にみん

な泣いてしまうことが多かったです。賛否

両論あるでしょうが、人間関係を上手く作

ることができた時、子どもたちが互いをリ

スペクトできる人間関係が生まれた時は上

手くいったと感じます。 

 

【参加者】物事は思い通りにいかないこと

が多かったと思いますが、当時はどのよう

に受け止めていたのですか。 

 

【ゲスト】学級経営で苦しんだこと、保護者

対応で苦しんだこともありますが、当時の

私は 1 人で抱え込んでしまいました。今思

えば失敗だったなと思っています。本当は

色々な同僚に相談するべきでしたね。当時

は自分 1 人でやらなくてはいけない、学級

がうまくいってないことを他の先生に知ら

れるとよくないなど、色々なことを心配し

ていました。ただ上手くいかなかったから

ダメという訳ではなく、そこから学んだこ

ともすごく多かったです。要は学ぶ姿勢の

問題だろうと思います。 

 

【参加者】強みを伸ばしていくという話が

ありましたが、自分の強みをまだ分かって

いません。前田先生にとっての自分の強み

は何でしょうか。 

 

【ゲスト】自分の強みは、意外と自分では気

付かけないことが多いです。「強み」という

と、特技になってしまいますよね。私の場

合、マンガを描ける特技があるのですが、楽

器を弾ける、絵を描けるというものも特技

と考えて良いでしょう。しかし、発想力や人

間関係、企画力などは自分では中々気づか

ないのです。なぜなら、自分は普通にそれを

やっている、当たり前にやっているからで

す。だから私は仲間の存在が非常に大切だ

と思っています。心を開いて話し合える仲

間が、私の場合は 7 人ぐらいいます。その

仲間と毎月オンラインで読書会などをやっ

ていますが、その 7 人は何年も付き合って

いるから私のことをよく分かってくれてい

ます。互いのよいところを挙げましょうと

いうことをやったことがありまして、その

時に「企画力」と言われました。自分でも全

く知らず、思ってもいませんでした。50 歳

ぐらいの時に言われたのですが、50 歳まで

全く気づかなかったですね。ですから、20

代ぐらいでは自分の強みは全然気付かない

と思います。恐らく 30 代、40 代になって

仕事を通して、自分の色々な経験の中から

見つかっていくと思いますし、他の人から

見つけてもらった方がよいと思います。そ

の時に私は「企画力」と言われたから、自分

の強みだと意識するようになって、すごく

企画をするようになりました。「自分の強み

って何かなぁ」と考えながら生きていくと
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よいと思います。 

 

【参加者】「対話」とは何かについてお伺い

したいです。その日の授業が本当によかっ

たのかという検証が大切だと言われていま

したが、対話の目的がきちんと達成できて

いるかの検証も必要だと思いました。例え

ば、先生方に遠慮してあまり意見が言えな

い後輩の先生だったり、忙しくて研究授業

の振り返りができなかったり、先生同士で

授業をよくしていこうという気運がなかっ

たり、対話を進めていく中で、多くの障壁が

あると思っています。今までどのような壁

を乗り越えられてきましたか。 

 

【ゲスト】対話とは、「相互作用を起こすこ

と」だと思っています。例えば、対話をする

ことで、自分がよく分かっていないという

ことに気付きませんか。口に出して発しな

さいと言われた時、何かと自分ではうまく

言えないといったことがあると思います。

そのことによって、自分の認知の状態を知

ることができます。例えば、冒頭の「学ぶ」

と「習う」はどう違うかという問いに、すぐ

言える人と言えない人が出てきます。すぐ

言えないというのは、結局「学ぶ」と「習う」

の違いをあまり理解していなかったという

ことですね。そこで大切なことは、自分がよ

くわかっていないことを理解することだと

思っています。そこが「メタ認知」に繋がっ

ていくわけです。メタ認知力が高いと、自己

調整力がついて、学ぶ力がついていきます。

自分はどのように学べばいいのか、何が分

かっていないのか、何を補っていけばいい

のかが分かってきますから、対話を通じて、

メタ認知力を育むことができます。 

 

【参加者】自己を見つめ直す機会は日常生

活でよくありますが、リフレクションを何

回もしていくことと、深く深くしていくこ

と、量と質の関係についてはどのようにお

考えですか。 

 

【ゲスト】リフレクションの量と質につい

ては、何に関してリフレクションするかに

よって違うのではないかと思います。私は、

何かやった後に必ずリフレクションしてい

ます。5 分ぐらいかけて今日は何分から何

分までの講義で、どれくらいの範囲、割合は

どれくらいの時間で、どういう質問があっ

たかを書いておくのです。そうすると意外

と後から役に立ちます。なぜかというと、人

間は忘れるのですよ。確かその時には納得

して聞いていても、1 日とか 2 日時間が経

つと、何を話したのか、何がダメだったの

か、「気づき」を忘れてしまうのです。です

から、簡単にメモをとって量をこなすこと

は大切だと思います。 

 質の話で言うと、例えば、私は今マンガや

色々な本を書いているのですが、1 年間か

けてやるわけです。書いて、出して、その出

している最中や考えている最中に、ずっと

深く考えることがあって、本当にこれはペ

ージの中に入れ込む情報なのかどうか、自

分の長い教師人生の中でここの部分は出し

た方がいいのではないか、あるいは、出さな

い方がいいのではないかは、質が問われる

ことですから、長い時間かけて考えたり、そ

れに必要な情報や本を見たりすることがあ

ります。 

 

【参加者】「反省的実践者」や「技術的熟達



教職研究 第 14 号（2023） 

 

113 

 

者」というキーワードに対して、教職を目指

す人間は、まずはどちらのモデルを目指す

べきでしょうか。 

 

【ゲスト】いい質問ですね。私はどちらも大

切だと思います。教育技術ももちろん必要

です。技術がないと授業は成り立ちません

から、最初は技術的熟達者を目指すべきだ

と思います。そして、リフレクティブに自分

のやり方を振り返って、新しい方法なり、新

しい考え方なりを吸収していった方がいい

と思います。 

 私がいつも講演やセミナーで最後に言う

言葉があります。佐伯胖さんの言葉で「人

は、教えてもらえると思った瞬間、考えない

スイッチが入る」というものです。常に答え

を誰かに教えてもらおうとするのではなく

て、自分の中で学び取る姿勢を持った方が

いいのではないかと思っています。 


